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罫
 東
北
地
区
協
議
会
 総
会
単
代
会
議（
6
月
2
日
）

罫
 近
畿
地
区
協
議
会
 総
会
単
代
会
議（
6
月
　
日
）

16

罫
 九
州
地
区
協
議
会
 総
会
（
6
月
9
日
）

罫
 6
・
　
東
北
大
無
期
転
換
問
題
緊
急
報
告
集
会

15

茎
 論
壇「『
働
き
方
改
革
一
括
法
案
』の
問
題
点
」

　
 　
全
大
教
顧
問
弁
護
士
（
東
京
法
律
事
務
所
）

　
 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
今
泉
 義
竜

茎
 職
場
の
Q
＆
A
④「
育
児
休
暇
・
休
業
制
度
等
と

　
　
　
　
　
　
　
　
  不
利
益
な
取
り
扱
い
の
禁
止
」

荊
 単
組
か
ら
の
レ
ポ
ー
ト

猿
 北
海
道
教
育
大
学
函
館
校

　
　
　
　
　
 「
今
年
度
定
期
大
会
を
経
て
」

猿
 京
都
大
学
「
京
都
大
学
の
立
看
板
問
題
」

荊
 わ
た
し
も
ひ
と
こ
と

　　　（毎月10日発行）

　
2
0
1
8
年
2
月
か
ら
3
月
に
か
け
て
実
施
し
た
単
組

代
表
者
会
議
（
全
国
4
箇
所
）
で
、　
組
合
か
ら
提
出
頂

41

い
た
ミ
ニ
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
集
約
し
ま
し
た
。
前
号
で

は
、
研
究
費
の
削
減
や
教
員
人
事
凍
結
・
抑
制
、「
大
学
改

革
」
の
状
況
、
大
学
間
連
携
・
学
内
改
組
等
の
動
き
に
つ

い
て
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
。
今
号
で
は
、
学
長
選

考
・
教
授
会
の
権
限
縮
小
に
つ
い
て
扱
い
ま
す
。

　
学
長
選
考
に
あ
た
っ
て
慣
例

と
し
て
実
施
し
て
き
た
学
長
選

挙
（
意
向
投
票
）
は
、
実
施
さ

れ
な
い
大
学
が
増
え
た
（
福
教

大
、
首
都
大
東
京
、
大
阪
府
大
、

山
口
大
〈
候
補
者
1
人
だ
っ
た

こ
と
に
よ
り
〉）
と
と
も
に
、
と

く
に
学
長
再
任
時
に
は
実
施
し

な
い
と
す
る
大
学
（
福
島
大
、

群
馬
大
、
金
沢
大
〈
1
回
目
に

つ
い
て
〉
、
名
工
大
、
滋
賀
県

立
大
）
が
急
増
し
て
い
ま
す
。

学
長
任
期
は
全
国
的
に
は
長
期

化
（
1
期
6
年
と
す
る
東
京
海

洋
大
、
信
州
大
、
九
大
）
の
傾

向
に
あ
り
ま
す
が
、
1
期
目
、

2
期
目
の
任
期
を
変
更
す
る
な

ど
の
修
正
を
す
る
大
学
が
多
数

あ
り
ま
す
。
意
向
投
票
の
結
果

が
尊
重
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か

に
つ
い
て
は
、
北
大
、
信
州
大
、

香
川
大
、
愛
媛
大
、
徳
島
大
、

滋
賀
県
立
大
な
ど
で
1
位
の
候

補
者
が
選
考
さ
れ
て
い
る
一
方

育
研
究
評
議
会
に
投
票
管
理
委

員
会
を
お
い
て
行
う
こ
と
や
、

岡
山
大
で
は
選
考
会
議
に
よ
る

ヒ
ア
リ
ン
グ
が
公
開
で
実
施
さ

れ
動
画
ネ
ッ
ト
配
信
（
学
内
限

定
）
も
さ
れ
る
な
ど
で
す
。

　
各
組
合
は
学
長
選
考
に
あ
た

り
積
極
的
取
り
組
み
を
行
っ
て

お
り
、
た
と
え
ば
、
東
京
海
洋

大
、
静
岡
大
な
ど
で
は
候
補
者

 ■
 学
長
選
挙
の
廃
止
、軽
視
の
進
む
中
で

　
　
　
 民
主
化
を
求
め
る
組
合
の
運
動
も

と
の
公
開
討
論
会
を
開
催
、
組

合
主
催
の
公
開
討
論
会
、
大
阪

府
大
で
は
意
向
投
票
が
実
施
さ

れ
な
い
こ
と
に
対
し
て
自
主
的

に
「
信
任
投
票
」
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
香
川
大
、
高

知
大
な
ど
で
は
、
選
考
プ
ロ
セ

ス
や
理
由
の
開
示
を
求
め
る
取

り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
学
部
長
等
の
選
考
に
つ
い
て

は
、
学
部
か
ら
の
複
数
候
補
者

の
学
長
へ
の
推
薦
と
、
学
長
等

の
大
学
執
行
部
が
面
接
な
ど
に

よ
っ
て
最
終
的
に
選
考
す
る
手

段
が
急
速
に
広
ま
っ
て
い
ま
す

（
今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
　
組
11

合
か
ら
の
回
答
に
記
述
あ
り
）。

2
0
1
4
年
の
学
教
法
・
国
立

大
学
法
人
法
の
「
改
正
」
で
も

選
考
方
法
に
つ
い
て
は
変
更
さ

れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
国
立
大
学

法
人
法
施
行
規
則
第
7
条
の
2

　
2
0
1
4
年
の
法
改
正
は
、

教
授
会
の
審
議
事
項
を
限
定

し
、
そ
の
位
置
づ
け
も「
学
長
に

意
見
を
述
べ
る
」諮
問
機
関
に
貶

め
よ
う
と
す
る
も
の
で
し
た
。

　
改
正
学
教
法
の
　
条
2
項
で

93

は
、
学
生
の
入
学
・
卒
業
・
課

程
の
修
了
、
学
位
の
授
与
に
つ

い
て
学
長
が
決
定
す
る
に
あ
た

り
意
見
を
述
べ
る
事
項
と
さ

れ
、「
教
育
研
究
に
関
す
る
重
要

な
事
項
」
を
こ
れ
ら
に
加
え
る

で
学
長
が
「
任
命
」
す
る
こ
と

が
明
示
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

だ
け
で
す
。
こ
の
こ
と
が
学
長

が
指
名
す
る
こ
と
に
は
直
結
し

ま
せ
ん
。
学
部
長
等
の
部
局
長

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
領
域
の

教
育
と
研
究
に
つ
い
て
実
質
的

な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
調
整
力

を
発
揮
で
き
る
人
が
就
任
す
る

こ
と
が
必
要
で
す
。
学
長
等
の

恣
意
的
な
指
名
に
は
対
抗
で
き

る
制
度
と
運
用
を
獲
得
す
る
こ

と
が
ま
す
ま
す
必
要
で
す
。

 ■
 学
部
長
等
の
選
考
で
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
学
長
指
名
の
動
き

 ■
 教
授
会
が
ど
ん
ど
ん

　
　
　
　
 「
諮
問
機
関
化
」さ
れ
て
い
く

で
、
富
山
大
で
は
法
人
化
後
4

回
の
選
挙
で
一
度
も
1
位
の
候

補
者
が
選
考
さ
れ
な
い
、
3
位

の
候
補
者
が
選
考
さ
れ
る
（
大

教
大
）
な
ど
、
結
果
が
無
視
さ

れ
て
い
る
例
も
数
多
く
出
て
い

ま
す
。
い
く
つ
か
の
大
学
で
意

向
投
票
の
投
票
権
の
範
囲
の
縮

小
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
、
学
長
選
考
の
方

法
の
変
更
は
、
学
長
選
考
会
議

で
の
議
論
が
明
ら
か
に
さ
れ

ず
、
ま
た
組
合
や
構
成
員
か
ら

の
意
見
に
耳
を
か
さ
な
い
中
で

行
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
こ
と
が

問
題
を
生
ん
で
い
ま
す
。

　
そ
う
し
た
中
で
、
学
長
選
考

を
民
主
化
す
る
動
き
も
出
て
い

ま
す
。
京
大
で
2
0
1
3
年
に

総
長
選
挙
廃
止
の
動
き
出
た
こ

と
に
対
し
て
組
合
等
の
反
対
で

こ
れ
を
押
し
返
し
ま
し
た
。
法

人
側
の
動
き
で
も
、
名
大
で
は

意
向
投
票
の
管
理
・
実
施
を
教

全大教未加盟組合も含めて●組合、●●人が参加

こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
法
定
事
項
以
外
の
事
項
で

は
、
多
く
の
大
学
で
、
学
生
の

除
籍
・
懲
戒
等
（
5
大
学
）
教

育
課
程
の
編
成
（
5
大
学
）
、

学
部
長
候
補
の
選
考
（
4
大

学
）
、
教
員
の
業
績
審
査
（
3

大
学
）
、
教
育
研
究
組
織
の
再

編
、
教
員
の
配
置
換
え
、
学
則

等
の
改
廃
、
共
同
研
究
受
け
入

れ
（
各
1
大
学
）
な
ど
が
挙
げ

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
教
授
会
に
関
す
る
学

内
規
程
は
変
更
さ
れ
た
が
運
用

上
は
変
化
な
し
と
い
う
大
学
も

3
大
学
あ
り
ま
し
た
。
一
方
で
、

審
議
事
項
は
法
定
事
項
の
み

で
、
教
授
会
が
ど
ん
ど
ん
形
骸

化
し
て
い
る
大
学
が
あ
り
、
開

催
回
数
が
年
2
回
と
い
う
大
学

が
あ
り
ま
す
。

　
全
般
的
に
、
教
授
会
の
発
言

力
低
下
や
学
内
で
の
情
報
共
有

チ
ャ
ン
ネ
ル
の
弱
体
化
、
教
員

の
参
加
意
識
の
低
下
等
が
問
題

と
し
て
あ
げ
ら
れ
、
今
後
の
大

学
運
営
に
暗
い
影
を
落
と
し
て

い
ま
す
。

　
全
体
を
と
お
し
て
、
学
内
合

意
な
き
組
織
再
編
に
よ
り
、
学

内
の
混
乱
と
不
満
を
引
き
起
こ

し
て
い
る
状
況
が
明
ら
か
に
な

り
ま
し
た
。
あ
ら
た
め
て
情
報

を
共
有
・
交
流
し
あ
い
、
す
べ

て
の
大
学
で
自
治
の
力
の
回
復

を
め
ざ
し
ま
す
。

　
　
　（
書
記
長
　
長
山
 泰
秀
）


